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（教育基本法との対照表） 
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１．編修の基本方針                                                                                  

本書は、英語学習の特質を踏まえて、特に「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の３領域

を中心とした基礎的・基本的な知識・技能の習得とともに、聞いたり、読んだりして得た情報や考えなどを、論

理的に発信できるような思考力・判断力・表現力を身につけられることを目標に編修した。そして、次の３点を

教育理念として掲げる。 

 

１．「ことばの教育」に資する 

コミュニケーションのためのことばの知識・技能の習得に加えて、ことばを通して思考力・判断力・表現力

を高め、豊かな言語観を育成する。 

２．「国際理解教育」に資する 

ますます複雑化する国際社会の中で、比較文化の視点に立ち、世界のさまざまな言語や民族に対して目を向

けさせ、人類としての共通性だけではなく地域や民族の個性も同時に尊重し合う、豊かな文化観と真の国際理

解のための資質・能力を養う。 

３．「人間教育」に資する 

今日のグローバル社会に生きる生徒たちに、特に話したり書いたりすることを通して、人間としての生き方

やものの見方、考え方、ならびに世界観に目を向けさせ、多様化する社会の中で自らの力で考え、判断し、表

現できる力を培う。 

 

英語教育は、学校教育の一環としての人間形成の教育であり、ことばの教育を教科独自の課題とし、国際理解

教育に対してはとりわけ大きな役割を担っている。この認識に基づき、上記３点の教育理念を具現化するため、

特に次の５点を編集の基本方針とする。 

 

１．特に「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の活動を通して、ことばと人間との関係や

ことばと社会との関係など広くことばへの関心を高め、豊かな言語観を育てる。 

２．ことば、文化、民族の多様性とその共存を国際理解の基本理念とし、国際感覚と国際協調の精神の育成を

図る。 

３．特に「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の活動の上で必要な、言語能力の本質とし

ての思考力・判断力・表現力の養成を土台として、中学校までに習得した能力を更に伸長させながら、英

語の基礎的な知識や技能の習得、コミュニケーション能力の養成を図る。 

４．実際のコミュニケーションにおけるメッセージの役割を重視し、生徒の興味・関心を喚起する話題やテー

マを提示すると共に、対話的な学びや深い学びを引き出す統合的かつ創造的な言語活動を目指す。 

５．生徒の学習段階に応じて自律的な学習のための支援を提供し、主体的な学びを促進するとともに、自ら学

びに向かう力を養成する。 



２．対照表                                                                                        

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

題材（テーマ） ①各課でとりあげた題材については、幅広く高校生の知

的興味・関心を高めるものを選択し、「生きる力」を育

成するに資するテーマを配置した。（第１号） 

 

各Lesson 

各Project 

②各題材においては、高校生の感性に訴えるテーマを扱

った。（第１号） 

 

各Lesson 

各Project 

③個人の能力や創造性を伸ばし、個性を発揮する中で、

それらを将来の生活や職業に結びつけることができる

ような題材の課を設けた。（第２号） 

 

Lesson 1 

Project 1 

④正義および自他の敬愛と協力など、社会への主体的な

参画を扱った課を設けた。（第３号） 

 

Lesson 4、8 

Project 4、5 

⑤生命の尊重を扱った課を設けた。（第４号） 

 

Lesson 2、4、8 

Project 4 

⑥自然科学、環境を扱った課を設けた。（第４号） 

 

Lesson 4、6 

Project 5 

⑦日本の伝統文化および他国の文化を扱った課を設け

た。（第５号） 

 

Lesson 3、5、7 

Project 2、3 

言語活動 ①本課の言語活動は、取り組む生徒の個性、創造性が発

揮されるようにした。（第２号） 

 

各Lesson のExpressing Yourself、

Output 、 Language in Action 、

Option 

各Project のYour Turn 

②本課の言語活動は、将来の職業の選択、環境問題、社

会貢献、伝統と文化の尊重、平和の問題など、自分の考

えをまとめて発信できるような題材を扱った。（第２号、

第４号、第５号） 

 

Lesson 1、3、4、5、7、8 

Project 3 

③ペアやグループなどの形態を重視し、生徒同士が協力

して活動に取り組めるように配慮した。（第３号） 

 

各Lesson のExpressing Yourself、

Output、Language in Action／ 

Project 4、5 

付録 生徒の自律的な学習を支えるコーナーや付録などを配

置した。（第２号） 

目次／本書の効果的な使い方／

GET READY! ／ 各 Lesson の

Vocabulary、Focus on Grammar、

Language Files 、 Reflection ／各

Project／二次元コード（音声など）

／付録 

登場人物 主な登場人物の配置及び活動においては、男女・出身地

域の偏りがないように配慮した。（第３号、第５号） 

 

各Lesson 

各Project 

構成 教科書の使い方、学ぶ目標、学ぶプロセス、学ぶポイン

ト、などが生徒たちにわかりやすく提示され、学ぶ意欲

を喚起し、自ら学ぶ力が育成されるように配慮した。 

（第２号） 

 

目次／本書の効果的な使い方／

GET READY! ／ 各 Lesson ／ 各

Project／付録 

  



３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色                               

 

１．国際理解教育の観点から、特に日本の文化については、理解するとともに発信していく態度を養えるよう

に、話題やテーマ、活動の面で配慮した。 

２．自分の意見や考え、主張などを論理的に発信することができ、また国際理解の観点からも、他の国の人と

積極的にコミュニケーションを交わすことができる態度が養えるように、話題やテーマ、活動の面で配慮

した。 

３．ことばへの関心などについても、多面的に考えることができるように扱った。 

４．人間としての豊かな心や人間のもっている微細な感情を意識し、そしてまた、幅広い観点からものごとを

考えることができるような習慣形成に資する話題やテーマを配置した。 

５．カラーユニバーサルデザインの見地から、識別しにくい配色を避け、形や記号・番号、説明文などの補助

を設けた。 

６．環境にやさしい教科書づくりを心がけた。用紙については、環境の保護、資源の節約のため、原料や製法

に配慮した環境にやさしい紙を使用した。インキについては、植物由来の油および、それらを主体とする

廃食用油等をリサイクルした再生油を含んだ、印刷インキ工業連合会認定の植物油インキを使用した。 

  



編修趣意書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 
受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-207 高等学校 外国語 論理・表現Ⅰ  

発行者の 

番号・略称 

教科書の 

記号・番号 
教 科 書 名  

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                                           

学習指導要領の総則に示された教育の方針や高等学校外国語科の教科目標および本書の教育理念に基づき、

教科書の構成・配列や各領域などの系統・内容に関して、特に以下のことに意を用いた。  

 

（１）基本方針 

①多様化している生徒の実態を考慮し、質量ともに充実を図る。 

②中学校までの体験や学習を踏まえて、中・高の接続が円滑に図られるように配慮する。 

③3つの領域別の言語活動および複数の領域を結びつけた統合的な言語活動を通して、「話すこと[やり取り]」

「話すこと[発表]」「書くこと」を中心とした発信能力の育成を強化し、特に論理的に表現する能力が育成で

きるように、構成・内容を工夫する。 

④教科書の使い方、学ぶ目標、学ぶプロセス、学ぶポイントなどが、生徒たちにわかりやすく提示され、主体的・

協働的な学びを促進するとともに、自ら学びに向かう力が育成されるように配慮する。 

⑤基礎的な知識や技能を確実に習得し、それらの知識や技能を目的や場面、状況に応じて活用できる力を、繰り

返し段階的に育成できるような教科書構成にする。 

⑥英語を「聞くこと」や「読むこと」を通じて得た情報などを元にして、様々な場面に応じて適切に「話すこと

[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」ができるようにし、あわせて論理的思考力や批判的思考力が養

えるような配慮をする。また、そうしたコミュニケーション活動や体験を通して、他を受け入れ、個人の価値

を尊重することのできる豊かな心を育成し、自分の考えや自分たちの文化を外に発信していける力を培える内

容にする。 

⑦学んだ内容の深化・発展に弾力的に取り組めるように、設問や活動などを工夫、充実させる。 

 

（２）本書の特色と編集上の留意点 

Ａ．カリキュラムと分量 

  教材の精選をはかり、カリキュラムにゆとりをもたせた。 

Ｂ．題材内容 

 １）「話す[やり取り]」「話す[発表]」「書く」ためのテーマとして、ことばの教育、国際理解教育（異文化

理解教育）、人間教育の観点を基本とし、これらの領域で生徒の知性や感性を考慮して、興味を喚起する

内容にした。 

 ２）テーマは、人間としての生き方、食生活、日本文化、環境問題、文学・読書、科学・技術、都市・観光、ボランティア

など多様な内容にした。なお、「話す[やり取り]」「話す[発表]」「書く」ための形式は、会話、スピー

チ、プレゼンテーション、ディベート、ディスカッション、また発表のための原稿作成などを基本とした。 

 ３）テーマの設定や登場人物は、英語が広く使われている現状と国際理解との関係から日本を中心に、主に英

米を中心とした英語圏諸国の英語話者にし、特に高校生が実際に「話す[やり取り]」「話す[発表]」「書

く」という状況を重視して、より現実と遊離しない状況を設定した。 



Ｃ．言語材料の扱い 

 １）言語材料は、活発で多様な言語活動を展開することができるように配慮した。 

 ２）「文構造」「文法事項」は表現活動に活用することを基本として精選し、「話す[やり取り]」「話す[発表]」「書く」上で必

要と思われる基本的な事項であるとともに、より運用度が高いものを扱った。 

３）本書の導入部として GET READY! を設け、中学校における基本項目の確認とし、本課に負担なく移行ができるよ

うに配慮した。 

 ４）「語」は、英語コミュニケーション I 程度の範囲で、表現活動に必要と思われる語彙・連語を精選して取り上げた。 

 ５）「音声」については、標準的な米音を基本とした。 

Ｄ．言語活動 

言語活動は、｢話す｣「書く」必然性を重視し、「言語の使用場面」を具体的に提示すると共に、５領域の統合的な関

連が図れるように、各Lesson の Understanding the Issue の対話文や Focus on Grammar の Language 

in Action、各Lesson のUSE と各Project のスピーチ、プレゼンテーション、ライティング、ディスカッション、ディ

ベートなど、形式を工夫した。 また、「言語の働き」にも留意し、「話す」「書く」上で多用される表現についても、中

学校までの学習を踏まえながら、基本的なものを精選し、系統的に扱った。 

Ｅ．本書の構成と内容 

１．構成 

１）全体構成は、Lesson 1～8、Project 1～5 を中心とした。内容は、｢話す[やり取り]｣｢話す[発表]｣「書く」技能を 

中心とし、その習得を目指しつつ、複数の領域を結びつけた統合的な言語活動が図れるように配慮した。 

２）各Lesson では、食事、日本文化、環境問題、読書、観光、ボランティアなど、生徒にとって関心のある日常的な

話題や社会的な話題の中で自分のことに置き換えて、やり取りや発表をしたり、簡潔な文章を書いたりすることが

できるように工夫した。 

３）各Project では、スピーチ、プレゼンテーション、ライティング、ディスカッション、ディベートの活動において、それ

ぞれの活動の特徴を理解すると同時に、実際の場面を想定し、「Useful Expressions」などの表現を使って活動

ができるように構成を工夫した。 

２．各Lesson の構成と内容 

   １）Understanding the Issue の対話文： 「話す」「書く」活動の元となる対話文。 

２）Thinking with Data： この課の題材と関わる表やグラフから情報を読み取って表現する。 

３）Expressing Yourself： 例を参考に、自分自身の意見や考えについてやり取りをする。 

４）Input： モデル･スピーチ、プレゼンテーション、ライティング、ディスカッション、ディベートの構成を確認し、リテリ 

ングを行う。 

５）Output： Getting Ideas で自分自身の考えを書き出し、それを Organizing で英語にし、それを元に、 

 Speaking/Presenting/Writing/Discussing/Debating で活動を行う。 

６）Focus on Grammar： 対話文中に出てくる基本表現を例文と練習問題を通して確認する。 

７）Language Files： Understanding the Issue に現れる基本表現を説明。 

８）Option： 3つのお題の中から選択して、スピーチ、プレゼンテーション、ライティング、ディスカッション、ディベート

を試みる。 

９）Reflection： その課を振り返って、①～③の項目が、どの程度できたかを3段階で自己評価する。 

３．各Project の構成と内容 

   １）解説と英文： スピーチ、プレゼンテーション、ライティング、ディスカッション、ディベートの解説と具体例。 

   ２）Useful Expressions： スピーチ、プレゼンテーション、ディスカッション、ディベートで使われる基本表現。 

３）Your Turn： 自分自身の意見や考えを書いたり、話したりする。 

４．巻末に、「音声スクリプト・日本語訳・対話例」「語彙・表現リスト」「基本例文集」「英語の句読法」を

設け、学習上の配慮とした。 



２．対照表                                                     

 

図書の構成・内容（●＝Lessonなど ○＝付録） 学習指導要領の内容  

論
理
の
構
成
や
展
開
及
び 

表
現
な
ど
に
関
す
る
事
項 

●Lesson 

・目的や場面、状況などに応じた論理の構成や展開ができるように、３領域（「話すこと[や

り取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」）の活動の達成にふさわしい言語材料や機能表現、

語彙、文法項目を選定した。 

・各Lesson のLanguage Files に「やり取りの表現」「スピーチ［プレゼンテーション、ラ

イティング、ディスカッション、ディベート］に必要な表現」を設け、課題や目標に応じ

て、論理の構成や展開を意識しながら、情報などを効果的に伝える表現を提示した。 

・特に、語や文法事項の扱いについては、３領域の活動と効果的に関連付け、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用できるように配慮した。 

●Project 

・３領域の活動の基本的な特性を理解し、それぞれの活動への展開がスムーズにできるよう

に構成を工夫した。 

 

(1)ア 

(ア)(イ) 

情
報
を
整
理
し
な
が
ら
考
え
な
ど
を
形
成
し
、
英
語
で 

表
現
し
た
り
、
伝
え
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
関
す
る
事
項 

 
 

●Lesson、Project 

・日常的な話題や社会的な話題について、多様なテーマに関心がもてるように、各Lesson、

各Project それぞれのテーマを設定した。 

・各Lesson ではExpressing Yourself やOutput などを、各Project ではYour Turn を設

け、そこに示されたアイデアなどを参考にしながら自らの考えなどを書くことによって、

場面や課題に即した中核の考えや展開を整理し、それを表現につなげることができるよう

な構成とした。 

・具体的な課題に対して、英語を聞いたり読んだりして得た情報を活用しながら、情報や自

分自身の考えなどを表現したり伝え合うことができるように、各Lesson、各Project の活

動内容をバランスよく配置した。 

・また、各Lesson 内においては、最終の目標へ導くための支援として、GET のExpressing 

Yourself と Vocabulary 、 USE の Taking Notes & Retelling と Getting Ideas や

Organizing などのプロセスを設け、情報や自分の考えなどを、要点や意図などを明確に

しながら適切に表現できるように工夫した。 

(2) 

ア イ 

話
す
こ
と 

［や
り
取
り
］ 

●Lesson 

・日常的な話題や社会的な話題についての「やり取り」を通して、自分の考えや気持ちなど

を伝え合ったり、必要な情報を得たりする活動のための支援として、Taking Notes & 

Retelling、Getting Ideas などを設け、学習のための一助とした。 

・言語活動において活用頻度の高い慣用表現などをLanguage Files の「やり取りの表現」

「ディスカッション［ディベート］に必要な表現」で系統的に示した。 

・活動の基礎となる文構造や文法事項については、Focus on Grammar を設け、実際の「や

り取り」の活動と効果的に関連付けながら活用できるように配慮した。 

●Project 

・「ディスカッション／ディベートの具体例」においては、それぞれの活動の基本的な特徴

を理解すると同時に、自分の意見などを適切な根拠と共に伝え合うなど、論理的なやり取

りの展開が学習できるように構成を工夫した。 

○付録 

・「音声スクリプト・日本語訳・対話例」では本課に即した「やり取りの例」を示し、「語彙・

表現リスト」では本Lesson の活動を、より豊かで活発なものにするために、多くの支援

の一環として活動と関連する語彙のリストを付した。 

 

(3) 

①ア 

(ア)(イ) 



話
す
こ
と 

［発
表
］ 

●Lesson 

・日常的な話題や社会的な話題についてのスピーチやプレゼンテーションを通して、自分の

考えや気持ち、意見や主張などを適切な理由や根拠と共に伝えるための支援として、

Taking Notes & Retelling、Getting Ideas などを設け、学習のための一助とした。 

・Presenting では、スピーチなどの活動のあとに、聞き手との質疑応答などを扱うコーナ

ーを設けた。 

・言語活動において活用頻度の高い機能表現や慣用表現を、Language Files の「スピーチ

［プレゼンテーション］に必要な表現」などで系統的に示した。 

・活動の基礎となる文構造や文法事項については、Focus on Grammar を設け、実際の「発

表」の活動と効果的に関連付けながら活用できるように配慮した。 

●Project 

・Project 1、2 においては、それぞれの活動の基本的な特徴を理解すると同時に、自分の意

見や主張などを適切な理由や根拠とともに伝え合うなど、テーマに沿った論理的なスピー

チやプレゼンテーションの展開が学習できるように構成を工夫した。 

○付録「語彙・表現リスト」 

・本Lesson の「スピーチ」「プレゼンテーション」の活動を、より豊かで活発なものにする

ために、多くの支援の一環として、活動と関連付けた「語彙・表現リスト」を付した。 

 

(3) 

①イ 

(ア)(イ) 

 

書
く
こ
と 

●Lesson 

・日常的な話題や社会的な話題についての「書く」活動を通して、自分の考えや気持ち、意

見や主張などを適切な理由や根拠と共に段落を書いて伝えるための支援として、Taking 

Notes & Retelling、Getting Ideas、Organizing などを設け、学習者のための一助とし

た。 

・言語活動において活用頻度の高い機能表現や慣用表現を、Language Filesの「ライティン

グに必要な表現」で系統的に示した。 

・活動の基礎となる文構造や文法事項については、Focus on Grammar を設け、実際の「書

くこと」の活動と効果的に関連付けながら活用できるように配慮した。 

●Project 

・Project 3 においては、「書く」活動の基本的な特徴を理解すると同時に、自分の意見や主

張などを適切な理由や根拠と共に段落を書いて伝え合うなど、テーマに沿った論理的な

「書く」活動の展開が学習できるように構成を工夫した。 

・特に、「書く」テーマに関する発想から推敲までのプロセスを重視し、発想のためのステッ

プを踏むことによって学習者の理解のための支援とした。 

○付録「語彙・表現リスト」 

・本Lesson の「書く」活動を、より豊かで活発なものにするために、多くの支援の一環と

して、活動と関連付けた「語彙・表現リスト」を付した。 

 

(3) 

①ウ 

(ア)(イ) 

 

言
語
の
働
き
に 

関
す
る
事
項 

●Lesson、Project 

・言語活動を行うにあたっては、「言語の使用場面」と「言語の働き」の中から、３領域の活

動目標を達成するためにふさわしいものを取り上げ、それぞれの活動の中で有機的に組み

合わせて活用した。 

・「言語の使用場面」については、本書全体を通して、多様な場面を設定した。（例：家庭、

学校、地域、国際社会、情報通信ネットワーク、本、食事、旅行 など） 

・「言語の働き」については、全Lesson を通して、１つ以上の表現を各活動の中で扱った。

（例：話しかける、例をあげる、驚く、説明する、提案する、勧誘する、すすめる、話題

を導入する、推量を示す、判断を示す、対比を表す、逆接を表す、言い換える、反論する 

など） 

 

(3)② 

ア(ア)(イ)(ウ) 

イ

(ア)(イ)(ウ)(エ)(オ) 

 

※ 配当時間については、別紙カリキュラム表を参照。 

  



カリキュラム表 
 

L = Lesson, P = Project 

課 タイトル 主な言語材料 題材／場面 はたらき L R 
S 
や 

S 
発 

W 
配当 
時数 

GET READY! 基本５文型，品詞、句と節     ○ ３ 

L1 

Living Your 

Own Way 
時制 

人生･生き方／スピーチ 

話しかける、例をあげる、自己紹

介する、テーマを紹介する、締め

くくる 

 
○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

L2 

Breakfast: To 

Have or Not to 

Have 

助動詞 食生活と健康／プレゼンテ

ーション 

驚く、出典・情報源を示す、話題

を導入する、列挙・追加する 

 

○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

L3 
Cool Japan 受動態 

日本文化／ライティング 
聞き手を引き付ける、詳しく説明

する、分類する 

 

○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

L4 

Saving Our 

Planet 
不定詞 環境問題／ディスカッショ

ン 

問題点を伝える、提案・勧誘する、

意見を述べる、意見を求める 

 

○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

L5 

Another Life I 

Might Have Had 
動名詞・分詞 

文学・読書／スピーチ 
聞いて得た情報を伝える、相手に

進める、問いかける、主張する 

 

○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

L6 

Living in the 

Future 
比較 テクノロジー・発明／プレゼ

ンテーション 

話題を導入する、推量・判断を示

す、発表をまとめる、理由を述べ

る 

 

○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

L7 

Discovering 

Japan and the 

World 

 

関係詞 都市・観光／ライティング 
対比・逆接を表す、感動を表す、

詳しく説明する、結果を述べる 

 

○ ○ ○ ○ ○ 6 

   

L8 
Volunteer Work 仮定法 

ボランティア／ディベート 
意図を尋ねる、言い換える、反論

する、反対する、要約する 

 

○ ○ ○ ○ ○ ６ 

   

P1 My Hobby  スピーチ 
注意を引く、質問する、説明を求め

る、意見を述べる 
○ ○ ○ ○ ○ ３ 

P2 
A Country I’d 

Like to Visit 
 プレゼンテーション 

話題を導入する、例を挙げる、強調

する、結論を述べる、要約する 
○ ○ ○ ○ ○ ３ 

P3 E-Book Readers  ライティング 列挙する、比較・対照する  ○   ○ ３ 

P4 
Are Zoos 

Necessary? 
 ディスカッション 

発言を促す、意見を述べる、具体例を

述べる、賛成する、反対する 
○ ○ ○  ○ ３ 

P5 

All Elementary 

School Students 

Should Have a 

Mobile Phone 

 ディベート 
意見を述べる、理由を述べる、言い

換える、否定する 
○ ○ ○  ○ ３ 

付録：音声スクリプト・日本語訳・対話例、語彙・表現リスト、基本例文集、英語の句読法 配当時数合計 ６６ 

 

 
 



使用漢字、発音記号の表記、語彙リスト等 

 

 

1．常用漢字以外の使用漢字一覧表 

 この教科書における使用漢字は、下記以外は「常用漢字表」（平成 22 年 11 月 30 日内閣告示）に従って

いる。 

「常用漢字表」に記載のない漢字 

p.27  噌 

p.68  蘇 

p.69  彗 

p.78  函 

p.93  暢 

p.119 苔、鮭、炒、蒲 

 なお、この教科書における送り仮名は、すべて「送り仮名の付け方」（昭和 48 年 6 月 18 日内閣告示）に

従って表記してある。 

 

2．発音記号の表記に関する方針 

 発音表記にあたっては、グランドセンチュリー英和辞典 第 3 版（木原研三 監修、宮井捷二、P.E.ダベ

ンポート 編）、ウィズダム英和辞典 第 4 版（井上永幸、赤野一郎 編）、ジーニアス英和辞典 第 5 版（南

出康世 編）、Longman Pronunciation Dictionary 3rd Edition 等を参照した。発音記号は最も標準的な発音

を、国際音標文字（IPA）に若干の修正を加えて表記した。米音・英音のいずれかで省略される音はイタリ

ックで示した。なお、アクセントは第 1、第 2 アクセントを示した。 



出典一覧表

　　　　申請図書 出典 　　　備考
ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

前見返し カッパドキア 写真 アフロ

2 カエル 挿絵 編集部作成

イラストレーター 写真 ゲッティイメージズ

学食 写真 横浜美術大学

日本庭園 写真 ゲッティイメージズ

カメ 写真 ゲッティイメージズ

3 カエル 挿絵 編集部作成

図書館 写真 ゲッティイメージズ

ウェアラブル・デバイス写真 ゲッティイメージズ

グランドキャニオン 写真 ゲッティイメージズ

読書指導 写真 ｼｬﾝﾃｨ国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ会

カエル 挿絵 編集部作成

5 渋谷 写真 ゲッティイメージズ

古書店 写真 アフロ

7 大谷翔平 写真 ゲッティイメージズ

8 コック 挿絵 編集部作成

10 合唱団 写真 編集部作成

11 銀座 写真 ゲッティイメージズ

12 黄龍 写真 アマナイメージズ

13 消防士 写真 ゲッティイメージズ

トリマー 写真 ゲッティイメージズ

イラストレーター 写真 ゲッティイメージズ

調理師 写真 ゲッティイメージズ

デザイナー 写真 ゲッティイメージズ

研究者 写真 ゲッティイメージズ

14 CDジャケット 写真 ユニバーサルミュージック

セカイノオワリ 写真 ユニバーサルミュージック

獣医 写真 ゲッティイメージズ

18 学生 挿絵 編集部作成

20 少女 挿絵 編集部作成

22 読書 挿絵 編集部作成

キング牧師 挿絵 編集部作成

マチュピチュ 挿絵 編集部作成

23 学食 写真 横浜美術大学

24 学食 写真 アフロ

25 定食 写真 アマナイメージズ

28 登山 挿絵 編集部作成

30 プラットフォーム 挿絵 編集部作成

32 お握り 挿絵 編集部作成

サンドイッチ 挿絵 編集部作成

カレーライス 挿絵 編集部作成

33 日本庭園 写真 ゲッティイメージズ

34 忍者 写真 ゲッティイメージズ

寺院 写真 ゲッティイメージズ

36 猫カフェ 写真 アフロ

38 絵画盗難 挿絵 編集部作成

40 座禅 写真 ゲッティイメージズ

サムライ 写真 ゲッティイメージズ

茶道 写真 ゲッティイメージズ

41 島 写真 ゲッティイメージズ

煙突 写真 ゲッティイメージズ

貝殻 写真 ゲッティイメージズ

材木 写真 ゲッティイメージズ

亀 写真 ゲッティイメージズ



出典一覧表

干ばつ 写真 ゲッティイメージズ

42 リサイクル 写真 大崎町

大崎町 写真 大崎町

44 白熊 写真 ゲッティイメージズ

46 男子生徒 挿絵 編集部作成

48 遅刻 挿絵 編集部作成

50 浮輪と雪だるま 挿絵 編集部作成

辞書 挿絵 編集部作成

メールと電話 挿絵 編集部作成

51 図書館 写真 ゲッティイメージズ

52 平安時代 写真 アフロ

源氏物語 写真 ゲッティイメージズ

54 本 写真 サイバーネットコミュニケーションズ

56 サッカー観戦 挿絵 編集部作成

57 渋谷駅 写真 ゲッティイメージズ

太陽の塔 写真 アフロ

テニス 挿絵 編集部作成

60 映画館 挿絵 編集部作成

ヘッドホン 挿絵 編集部作成

ゲーム機 挿絵 編集部作成

61 ウェアラブル・デバイス写真 ゲッティイメージズ

62 映画街 写真 ゲッティイメージズ

63 アトム 写真 ゲッティイメージズ

ドラえもん 写真 ゲッティイメージズ

アイボ 写真 ゲッティイメージズ

アシモ 写真 ゲッティイメージズ

ロボット 写真 ゲッティイメージズ

LOVOT 写真 サニーサイドアップ

64 スティーブ・ジョブズ 写真 ゲッティイメージズ

猫 写真 ゲッティイメージズ

67 地図 挿絵 編集部作成

65 ホーキング本 写真 ゲッティイメージズ

68 タワー比較図 挿絵 編集部作成

70 空飛ぶバイク 挿絵 編集部作成

AI搭載メガネ 挿絵 編集部作成

健診装置付きの風呂 挿絵 編集部作成

風力発電と太陽光発電写真 PPS通信社

66 男子生徒 挿絵 編集部作成

女子生徒 挿絵 編集部作成

68 グーテンベルク印刷機写真 PPS通信社

69 ジェットパック 挿絵 編集部作成

70 空飛ぶバイク 挿絵 編集部作成

AI搭載メガネ 挿絵 編集部作成

健診装置付きの風呂 挿絵 編集部作成

71 アンコールワット 写真 ゲッティイメージズ

グランドキャニオン 写真 ゲッティイメージズ

屋久杉 写真 ゲッティイメージズ

マチュピチュ 写真 ゲッティイメージズ

72 遺跡工事 写真 ゲッティイメージズ

アブシンベル 写真 ゲッティイメージズ

74 尾道 写真 アフロ

76 ゴッホ 挿絵 編集部作成

77 草間彌生 写真 ゲッティイメージズ

80 くまもん 挿絵 熊本県

焼きそば 写真 アフロ

団扇 写真 アフロ



出典一覧表

81 読書指導 写真 ｼｬﾝﾃｨ国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ会

工作 写真 ｼｬﾝﾃｨ国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ会

82 老人 写真 ゲッティイメージズ

介護施設 写真 ゲッティイメージズ

84 ボランティア 写真 ゲッティイメージズ

86 試験 挿絵 編集部作成

88 海外旅行 挿絵 編集部作成

アルバイト 挿絵 編集部作成

テニス 挿絵 編集部作成

89 カエル 挿絵 編集部作成

90 女子生徒 写真 アフロ

91 ボルダリング 写真 アフロ

94 パフィン 写真 ゲッティイメージズ

ブルーラグーン 写真 アフロ

オーロラ 写真 ゲッティイメージズ

98 電子書籍 写真 ゲッティイメージズ

99 倉敷 写真 アフロ

100 浴衣 写真 ゲッティイメージズ

猿 写真 ゲッティイメージズ

102 高校生 写真 アフロ

103 キリン 写真 ゲッティイメージズ

106 小学生 写真 アフロ

107 スマホ 写真 ゲッティイメージズ

110 男女高校生 挿絵 編集部作成

111 男女高校生 挿絵 編集部作成

112 男女高校生 挿絵 編集部作成

113 男女高校生 挿絵 編集部作成

114 男女高校生 挿絵 編集部作成

115 男女高校生 挿絵 編集部作成

116 男女高校生 挿絵 編集部作成

117 男女高校生 挿絵 編集部作成

127 ゴミ拾い 挿絵 編集部作成

後見返し ナミブ砂漠 写真 アフロ

（備考）４　（１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。

　　　　　　 （２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、

　　　　          補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。

備考４の内容について確認しました。☑



別紙様式第24号

番号 ページ 種別 参照先 URL 概要
1 7 二次元コード 自社 自社ページURL GET READY! の英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。 別紙１添付

2 14, 16, 18, 20, 22 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 1 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P14 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P16 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）／活動モデル動画
　P18 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P20 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P22 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙２添付

3 24, 26, 28, 30, 32 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 2 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P24 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P26 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）／活動モデル動画
　P28 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P30 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P32 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙３添付

4 34, 36, 38, 40 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 3 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P34 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P36 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P38 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P40 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙４添付

5 42, 44, 46, 48, 50 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 4 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P42 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P44 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P46 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P48 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P50 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙５添付

6 52, 54, 56, 58, 60 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 5 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P52 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P54 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）／活動モデル動画
　P56 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P58 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P60 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙６添付

7 62, 64, 66, 68, 70 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 6 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P62 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P64 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）／活動モデル動画
　P66 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P68 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P70 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙７添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申請図書 学習上の参考に供する情報
備考



8 72, 74, 76, 78, 80 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 7 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P72 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P74 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P76 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P78 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P80 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙８添付

9 82, 84, 86, 88 二次元コード 自社 自社ページURL

Lesson 8 の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P82 ：Understanding the Issue（音声／英文テキスト）／ Expressing Yourself（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P84 ：Model Speech（音声／英文テキスト）／ Vocabulary（音声／英文テキスト）
　P86 ：Focus on Grammar（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）／ Language in Action（音声／英文テキスト）／文法解説動画
　P88 ：Language Files（音声／英文テキスト／日本語訳テキスト）

別紙９添付

10 91, 95, 99, 103, 107 二次元コード 自社 自社ページURL

Project の記載内容に関する英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。
　P91   ：スピーチの具体例（音声／英文テキスト）
　P95   ：プレゼンテーションの具体例（音声／英文テキスト）
　P99   ：パラグラフの具体例（音声／英文テキスト）
　P103 ：ディスカッションの具体例（音声／英文テキスト）
　p107 ：ディベートの具体例（音声／英文テキスト）

別紙１０添付

11 104 二次元コード 自社 自社ページURL 付録１ 音声スクリプト・日本語訳・対話例の英文音声／英文テキストを掲載。 別紙１１添付
12 128 二次元コード 自社 自社ページURL 付録３ 基本例文集 の英文音声／英文テキスト／日本語訳テキストを掲載。 別紙１２添付
13 140 二次元コード 自社 自社ページURL 付録４ 英語の句読法 の英文音声／英文テキストを掲載。 別紙１３添付

14 4 URL 自社 自社ページURL

目次ページ。各レッスンのページなどへのリンクを掲載。
　GET READY!
　Lesson 1
　Lesson 2
　Lesson 3
　Lesson 4
　Lesson 5
　Lesson 6
　Lesson 7
　Lesson 8
　Project 1～５
　付録１ 音声スクリプト・日本語訳・対話例
　付録３ 基本例文集
　付録４ 英語の句読法

別紙１４添付



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ GET READY!

▽ GET READY!

別紙１別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ 4.表現したいことを〈形〉にする：文の要素の並べ方

Ohtani Shohei is a baseball player.  Everybody knows him.  He has achieved great things in 
the majors.  His words give us hope and courage.  We call him a hero.

▽ CHECK

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▽ 基本５文型



Ken : Hi, Mary! Have you heard the song “Habit” by SEKAI NO OWARI?
Mary : SEKAI NO OWARI?  Is that a band name?  No, I haven’t.
Ken : The theme of the song is bad habits in our thinking. For example, we often worry what 
other people think about us> But the song tells us to decide for ourselves what we want to 
be.
Mary : That sounds good. I’ll listen to the song.
Ken : Great! It carries a strong message about being true to ourselves.

教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson１

▽ Lesson１ Living Your Own Way

別紙２

▽ Expressing Yourself

別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ [GET] Thinking Habits 

▽ Understanding the Issue

▽ [USE] My Dream

▽ Model Speech

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▽ Vocabulary

see movies 映画を見る

go cycling サイクリングに行く

play shogi 将棋をする

play the drums ドラムを演奏する



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson１

別紙２別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ 活動モデル

▽Focus on Grammar 時制

▽ 時制①

▽ 時制① 文法確認カード

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▽ Vocabulary

office worker 会社員

public servant 公務員

politician 政治家

cook 料理人

■資料補足

・それぞれの問題パターンを選択した後の画面は以下の通り



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson１

別紙２別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ 時制②

▽ 時制①

▽ Language in Action

▽ 時制② 文法確認カード

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson１

別紙２別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ 時制②

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▽ Language in Action

■資料補足

・それぞれの問題パターンを選択した後の画面は以下の通り



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson１

別紙２別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽Language Files

▽ F-File

▽ D-File

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson 2

▽ Lesson２ Breakfast : To Have or Not to Have

別紙３別紙様式第24号 / 25号添付資料

▶ [GET] Is Breakfast Necessary?

▶ [USE] My Ideal Meal 

▶ Focus on Grammar 助動詞

▶ Language Files

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。



教科書タイトル
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🏠もくじ ▶ Lesson 3

別紙４別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ Lesson 3 Cool Japan

▶ [GET] Ninja Tour

▽ [USE] Cool Japan on Social Media 

▶ Focus on Grammar 受動態

▶ Language Files

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▶ Model writing

▶ Vocabulary



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson 4

別紙５別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ Lesson 4 Saving Our Planet

▶ [GET] Garbage If Mixed

▽ [USE] Environmental Problems 

▶ Focus on Grammar 不定詞

▶ Language Files

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▶ Model writing

▶ Vocabulary



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson 5

別紙６別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ Lesson 5 Another Life I Might Have Had

▶ [GET] Charms of the Classics

▶ [USE] Book Review 

▶ Focus on Grammar 動名詞／分詞

▶ Language Files

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson 6

別紙７別紙様式第24号 / 25号添付資料

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▽ Lesson 6 Living in the Future

▶ [GET] Making a Better Future

▶ [USE] Our Greatest Invention 

▶ Focus on Grammar 比較

▶ Language Files



教科書タイトル
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🏠もくじ ▶ Lesson 7

▽ Lesson 7 Discovering Japan and the World

別紙８別紙様式第24号 / 25号添付資料

▶ [GET] World Heritage Sites

▽ [USE] What Do You Recommend? 

▶ Focus on Grammar 関係詞

▶ Language Files

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▶ Model writing

▶ Vocabulary



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Lesson 8

別紙９別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽ Lesson 8 Volunteer Work 

▶ [GET] True Volunteer Work?

▽ [USE] Should We Do Volunteer Work? 

▶ Focus on Grammar 仮定法

▶ Language Files

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▶ Model writing

▶ Vocabulary



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ Project

別紙１０別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽Project 1 Speech

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▽ 例

▶ Project 2 Presentation

▶ Project 3 Writing

▶ Project 4 Discussion

▶ Project 5 Debate



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ 付録

▽付録① 音声スクリプト・日本語訳・対話例

別紙１１別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽LESSON 1

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▶ LESSON 2

▶ LESSON 3

▶ LESSON 4

▶ LESSON 5

▶ LESSON 6

▶ LESSON 7

▶ LESSON 8

▽Introducing the Topic

▽Expressing Yourself

Mary : Do you have any thoughts about what you want to be in the future, Ken?
Ken : I want to be a firefighter.
Mary : That’s cool!  My dream is to be a book editor.
Ken : That’s a good idea because you love to read, don’t you?  People should choose what 
they like to do for a living.
Mary : Absolutely, yes.  It’s is important to follow your dreams.
Ken :  Let’s Work hard to make our dreams come true!

A : What kind of person do you think you are?
B : Well… I like to read. I’m always reading. I’ve read all of Natsume Soseki’s novels, for 
example.
A : Oh, you have?  I don’t read many books. I prefer to play tennis.  I won the prefectural 
singles tournament last year, actually.
B : Really?  Wow!  That’s great!  I envy you because I am not good at sports.



教科書タイトル

©2024 ●●●● Co.,Ltd

🏠もくじ ▶ 付録

▽付録③ 基本例文集

別紙１２別紙様式第24号 / 25号添付資料

▽LESSON 1

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。

▶ LESSON 2

▶ LESSON 3

▶ LESSON 4

▶ LESSON 5

▶ LESSON 6

▶ LESSON 7

▶ LESSON 8

▽時制①

▶時制②

現在形／現在進行形



教科書タイトル
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🏠もくじ ▶ 付録

▽付録④ 英語の句読法

別紙１３別紙様式第24号 / 25号添付資料

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・読み込んだ二次元コードのページのバーが自動的に開いて
表示されます。

・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。
・Lesson 1と同様の機能のバーは、Lesson 2以降では閉じた
状態になっています。



教科書タイトル
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🏠もくじ

別紙１４別紙様式第24号 / 25号添付資料

▶ Lesson１ Living Your Own Way

▶ GET READY!

▶ Lesson３ Cool Japan

▶ Lesson５ Another Life I Might Have Had

▶ Lesson４ Saving Our Planet

▶ Lesson２ Breakfast : To Have or Not to Have

▶ Lesson６ Living in the Future

▶ Lesson８ Volunteer Work

▶ Project 2 Presentation

▶ Project 1 Speech

▶ Lesson７ Discovering Japan and the World

▶付録③ 基本例文集

▶付録④ 英語の句読法

▶付録① 音声スクリプト・日本語訳・対話例

■資料補足

・各タイトルのバーは開閉式（▽開／▶閉）となります。
・複数のバーを同時に開くこともできます。
・バーを閉じる際には、再度バーをクリックして閉じます。

▶ Project 3 Writing

▶ Project 4 Discussion

▶ Project 5 Debate



別紙様式第25号

番号 ページ 行 ウェブページを参照させる手段（URL、二次元コード等の別）

1 7 上部 二次元コード

2 14, 16, 18, 20, 22 上部 二次元コード

3 24, 26, 28, 30, 32 上部 二次元コード

4 34, 36, 38, 40 上部 二次元コード

5 42, 44, 46, 48, 50 上部 二次元コード

6 52, 54, 56, 58, 60 上部 二次元コード

7 62, 64, 66, 68, 70 上部 二次元コード

8 72, 74, 76, 78, 80 上部 二次元コード

9 82, 84, 86, 88 上部 二次元コード

10 91, 95, 99, 103, 107 上部 二次元コード

11 110 上部 二次元コード

12 128 上部 二次元コード

13 140 上部 二次元コード

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表
（外国語（英語）音声に係るもの）
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